














ＭＰＭＳ３ 通信リセット手順チェックシート 

(2022,6/9. 作成 2022,6/9 修正) 

 

氏名                作業年月日    年   月   日 

 

チェック 番号 操 作 項 目 詳        細 備考 

 1 現状確認 

 マルチビュー（PCのMPMS3測定画面）で磁場ゼロ（±5 Oe 以下）であることを確 

認し、現状を以下に記録する。 

（磁場         Oe）（温度        K） 

（チャンバー      Torr）（He残量       L） 

（メモ                      ） 

 2 マルチビューの終了とパソコン（PC）のシャットダウン 

マルチビューを終了、他のアプリケーションも終了、PCをシャットダウン。 

 3 ＣＡＮタワーの電源オフ 

MPMS3本体右扉の奥が CANタワーと呼ばれるイン 

ターフェースで、下方に右写真の赤〇で囲った直上 

にその電源スイッチがある。 

これをオフにし、１分間待つ。 

 4 ＣＡＮタワーの電源オン 

 5 PCの電源オン 

PCはMPMS3本体左扉の奥あり、その電源ボタンを押す。 

 6 マルチビューの起動 

 画面のマルチビューのアイコンを右クリックし、「Run as Administrator」で起動。 

 7 温度を 300 K にセットする。速度は 50 K/min以下でよい。 

 ステータスが Standby のままのときは２、３度セットすれば反応する。 

 8 試料空間のパージアンドシール 

 チャンバーのステータスが Purged になっていないので、Instrument->Chamber か 

ら Purge and Sealをクリックする。５回ポンプの排気音が聞こえ数 Torrで Purged が 

表示されれば正常。 

 9 以上の手順で通常測定ができなければ、以下にメモを記入し管理者に連絡して下さい。 

メモ 

[               ] 


